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交通網・都市基盤整備調査特別委員会報告資料 

平成２８年８月２３日 

件  名 北綾瀬駅周辺交通環境等調査の実施結果について 

所管部課名 都市建設部交通対策課 

内   容 

北綾瀬駅周辺の交通環境整備に向けて、以下のとおり意向調査を実施し

たので報告する。 

 

１ Ｗｅｂアンケート調査 

（１）調査目的 

   北綾瀬駅周辺に在住の方々に対し、東京メトロ千代田線直通運転後

に北綾瀬駅利用へ転換する意向を把握する。 

（２）調査概要 

   調査期間：平成２８年４月２１日（木）～４月２６日（火） 

対 象 者：北綾瀬駅周辺在住の調査会社登録モニター 

方  法：登録モニターに対するＷｅｂ調査 

（３）調査結果 

   総  数：５８３人（内、３０代～５０代：４８０人） 

ア 利用頻度の高い鉄道駅について 

綾瀬  ３７％  北綾瀬 １７％  亀有  １６％ 

六町  １１％  青井   ５％  その他 １４％ 

イ 鉄道駅までの交通手段について 

  徒歩  ６３％  自転車 ２１％  東武バス ９％ 

  はるかぜ ３％  その他  ４％ 

ウ 北綾瀬駅への転換意向について 

現在の利用駅 ある ない 

綾瀬駅 ２８％ ７２％ 

亀有駅 ２１％ ７９％ 

六町駅 １２％ ８８％ 

青井駅 １２％ ８８�％ 

平均 ２３％ ７７％ 

（４）考察 

  大都市交通センサス調査（平成２２年実施）及び本調査結果から、

北綾瀬駅への転換者は、およそ６,０００人から９,０００人と想定さ

れる。 
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２ バス利用者聞き取り調査 

（１）調査目的 

   はるかぜ及び路線バス利用者に対し、東京メトロ千代田線直通運転

後に北綾瀬駅利用へ転換する意向を把握する。 

（２）調査概要 

調査期間：平成２８年５月３１日（火）六ツ木都住バス停 

 平成２８年６月 ２日（木）綾瀬駅バス停 

対  象：はるかぜ２号（綾２１系統、綾瀬・六木線）利用者 

方  法：バス待ちの利用者に対する聞き取り 

（３）調査結果 

   総  数：１０７件（六ツ木都住３０件、綾瀬駅７７件） 

ア 北綾瀬駅への転換意向について 

     ある  ３８％  ない   ３７％  わからない２２％  

     未回答  ３％ 

イ バス利用をやめ北綾瀬駅への転換意向について 

     やめる ２６％  やめない ４８％  わからない１３％ 

     未回答 １３％  

ウ 現在の北綾瀬駅直近のバス停位置は不便を感じるか 

     感じる ３５％  感じない ３４％  未回答  ３１％ 

エ 自由意見 

    ・バス利便性向上に関すること 

    ・運行ダイヤや所要時間等の条件次第では北綾瀬駅へ転換 

    ・駅周辺に自転車駐車場が少ない 

（４）考察 

   北綾瀬駅に転換すると回答した人の約７割がバス利用をやめる意向

を示した。神明、谷中、加平、佐野地区等の利用者の転換意向が強い。 

 

３ 綾瀬駅周辺自転車駐車場利用者アンケート調査 

（１）調査目的 

   綾瀬駅周辺の自転車駐車場定期利用者に対し、東京メトロ千代田線

直通運転後に北綾瀬駅利用へ転換する意向を把握する。 

（２）調査概要 

調査期間：平成２８年５月３１日（火）～６月４日（土） 

対  象：綾瀬北、サイクルパーク綾瀬自転車駐車場利用者 

方  法：定期利用者へアンケート用紙を配布 

（３）調査結果 

   総  数：１４３件（綾瀬北４９件、サイクルパーク綾瀬９４件） 

ア 北綾瀬駅への転換意向について 

     ある   １２％  ない  ６６％  駅利用者でない６％ 

     わからない１２％  未回答  ４％ 
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   イ 自由意見 

    ・運行ダイヤや運賃次第では北綾瀬駅に転換 

    ・綾瀬駅始発列車本数の維持 

    ・綾瀬駅の方が便利 

（４）考察 

   環状七号線北側居住者の転換意向が３割以上と高かったが、運行ダ

イヤ等により判断する利用者が多い。 

 

４ しょうぶまつり＆スタンプラリーでの交通関連施設に関する意向調査 

（１）調査目的 

   しょうぶまつり＆スタンプラリー来場者に対し、北綾瀬駅周辺にお

ける交通広場等の交通環境整備についての意向を把握する。 

（２）調査概要 

調査期間：平成２８年６月４日（土）、６月５日（日） 

対  象：しょうぶまつり＆スタンプラリー来場者 

方  法：来場者への聞き取り及び交通関連施設の望ましい場所に

ついてボードにシールを張り付けてもらう。 

（３）調査結果 

   総  数：６６４件（６月４日３３２件、６月５日３３２件） 

ア 交通関連施設整備の必要性 

必要と思う 必要と思わない わからない 

５８６件 ３２件 ４６件 

イ 交通関連施設が相応しい位置（別紙参照） 

ウ 主な自由意見 

    ・店舗、飲食店の設置         

・千代田線増便、駅施設等への要望   

・駐輪場の充実            

   ・公園部分を活用した整備への意見   

・バス路線の新設、増便等       

・公園や緑、自然の残置 

（４）考察 

   環状七号線の北側に北綾瀬駅への新たな出入口が整備されること、

また幹線道路に面していることから、環状七号線沿いへの交通関連施

設整備の要望が高い。公園の利活用については、広場整備と緑を残す

意見に分かれた。 

問 題 点 

今後の方針 

バス利用者、自転車駐車場利用者とも、北綾瀬駅始発開始後の運行ダイ

ヤが未確定のため、利用転換への判断がしにくい状況にある。 

今後、本アンケート結果を更に分析するとともに、地元意向を踏まえ、

関係機関との調整を進めて駅周辺の交通環境整備の実現に努める。 
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しょうぶまつりでの集計結果 

シール枚数 総計７７８枚 

【内訳：バス乗降場３２１枚、タクシー乗降場１７２枚、一般車乗降場１３０枚、身障者用乗降場１５５枚】 

※現地でシールを張っていただいたもののみを集計したものです。（複数回答） 

噴水広場 

別紙 

乗降場＼エリア Ａエリア Ｂエリア Ｃエリア Ｄエリア Ｅエリア Ｆエリア 

バス ６８枚 ３６枚 ５５枚 ６０枚 ５６枚 ３３枚 

タクシー ３５枚 ２１枚 ２８枚 ４５枚 ８枚 ３４枚 

一般車 ３１枚 １３枚 ２３枚 １３枚 ２３枚 ２３枚 

身障者用 ２８枚 １８枚 ３６枚 ２０枚 ３６枚 １６枚 

合計 １６２枚 ８８枚 １４２枚 １３８枚 １２３枚 １０６枚 

割合 ２１％ １１％ １８％ １８％ １６％ １４％ 

Ａ 
２１％ 

Ｃ 
１８％ 

Ｂ 
１１％ 

Ｄ 
１８％ 

Ｅ 
１６％ 

Ｆ 
１４％ 

※ 割合が１０％以上の主なエリアを掲載しました。 
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交通網・都市基盤整備調査特別委員会報告資料 

平成２８年８月２３日 

件   名 つくばエクスプレスと日暮里・舎人ライナーの輸送実績について 

所管部課名 都市建設部交通対策課 

内   容 

１ つくばエクスプレスの輸送実績（首都圏新都市鉄道株式会社提供） 

（１）平成２７年度の年間輸送人員（平成２７年４月から平成２８年３月） 

１億２,３１５万人  (平成２６年度 １億１,７７６万人 ４.６％増）

（２）平成２７年度の一日平均輸送人員 

３４万１千人  （平成２６年度 ３２万６千人 １万５千人増） 

（３）主要駅別の一日平均乗車人員       (単位：人) 

駅 名 25年度 26年度 27年度 

北千住 41,760 41,866 44,600 

青井 6,141 6,028 6,201 

六町 12,378 12,637 13,453 

秋葉原 62,130 61,725 62,387 

流山おおたかの森 31,851 32,114 33,135 

南流山 31,926 31,904 33,152 

守谷 24,326 23,575 24,066 

つくば 17,419 17,131 17,834 

（４）平成２７年度の混雑率 

１５６％ （平成２６年度 １５４％ ２％増）  
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２ 日暮里・舎人ライナーの輸送実績（東京都交通局提供速報値） 

（１）平成２７年度の年間輸送人員（平成２７年４月から平成２８年３月） 

２,７６６万人 （平成２６年度 ２,５７８万人 ７.３％増） 

（２）平成２７年度の一日平均輸送人員 

７５,７６８人 （平成２６年度 ７０,６２４人 ５,１４４人増） 

（３）一日平均乗客数             (単位：人)   

駅 名 25年度 26年度 27年度 

足立小台 1,616 1,646 1,735 

扇大橋 3,538 3,837 4,060 

高野 2,275 2,379 2,716 

江北 3,948 4,231 4,533 

西新井大師西 4,692 4,850 5,155 

谷在家 3,863 4,080 4,373 

舎人公園 1,848 1,945 2,081 

舎人 3,113 3,323 3,519 

見沼代親水公園 5,113 5,389 5,858 

足立区内計 30,006 31,680 34,030 

（４）平成２７年度の混雑率 

１８３％ （平成２６年度 １８７％ ４％減）  
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問 題 点 

今後の方針 

首都圏新都市鉄道株式会社に対し、ＴＸ関連のイベント情報を積極的に提

供して、区のイメージアップとＴＸの利用促進を図っていく。 

日暮里・舎人ライナーについては、通勤、通学時の混雑緩和対策を都に要

望していくとともに、昼間の利用者増加に向けた取組みを都区連携して推進

する。 
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交通網・都市基盤整備調査特別委員会報告資料 

平成２８年８月２３日 

件   名 竹ノ塚駅付近鉄道高架化の取組み状況について 

所管部課名 鉄道立体推進室竹の塚整備推進課 鉄道関連事業担当課 

内   容 

竹ノ塚駅付近鉄道高架化の取組み状況について、以下のとおり報告する。 

（別添資料） 

 

１ 仮設地下自由通路の供用開始について 
（１）規模 
   延長：約５０ｍ、幅員：約７ｍ、深さ：約６ｍ  
（２）付属施設 

ア エレベーター（歩行者・車いす用） ：東西１基ずつ 
イ エレベーター（自転車用）     ：  〃 
ウ エスカレーター（上り用）     ：  〃 

（３）供用開始 
   平成２８年１１月下旬頃（高架化工事完了まで） 
 
２ 歩道橋の撤去について 
  工事の進捗に伴い、歩道橋が支障をきたすため、撤去する。なお、代替

機能として、１の仮設地下自由通路の供用を開始する。 
（１）第３７号踏切（大踏切）脇：平成２８年１２月中旬頃 
（２）伊興大境保育園前    ：平成２９年 １月中旬頃 
 
３ 第３８号踏切（小踏切）の移設について 
  仮ホームが第３８号踏切道と重なるため、谷塚方向に移設する。 
（１）移設時期：平成２８年１１月下旬頃 

（２）幅  員：３.５ｍ 

（３）備  考：歩行者・自転車専用道路 

 

 

問 題 点 

今後の方針 

１ 鉄道事業者との連携や国・都の積極的な協力を得て、早期の完成を目指

す。 

２ 着実な事業の進捗に向けて、国庫補助金等の財源確保に努める。 
３ 第３８号踏切は、車両が通行できないため、周辺住民・学校・商店街等

へ丁寧に説明を行う。 
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交通網・都市基盤整備調査特別委員会報告資料 
平成２８年８月２３日 

件 名 地下鉄８号線（有楽町線）区内延伸の実現に向けた取組み状況について 

所管部課名 鉄道立体推進室竹の塚整備推進課 鉄道関連事業担当課 

内 容 

 

地下鉄８号線（有楽町線）区内延伸の実現に向けた取組み状況について、

以下のとおり報告する。 
 
１ 地下鉄８号線整備促進大会の開催について 
（１）日 時 平成２８年９月３日（土） 午前１０時３０分から 
（２）場 所 中川小学校体育館 
（３）内 容 

ア 第１部（報告会） 
①交通政策審議会答申第１９８号について 

イ 第２部（促進大会） 
①開会挨拶 
②主催者挨拶 
③来賓挨拶 
④地元小学生のメッセージ発表 
⑤大会決議 

 ⑥シュプレヒコール 
    

(参考) 交通政策審議会答申第１９８号追加資料（別紙参照) 
    「鉄道ネットワークのプロジェクトの検討結果」 

問 題 点 
今後の方針 

答申に示された課題の整理と問題点の抽出を行っていく。また、早期実現

に向けて、促進大会やＰＲ活動等を強化し、地域機運の醸成を図っていく。 
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別 紙 
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交通網・都市基盤整備調査特別委員会報告資料 

平成２８年８月２３日 

件   名 メトロセブンの整備促進に向けた取組み状況について 

所管部課名 鉄道立体推進室竹の塚整備推進課 鉄道関連事業担当課 

内   容 

メトロセブンの整備促進に向けた取組み状況について、以下のとおり報

告する。 

 

１ 区部周辺部環状公共交通都区連絡会の開催結果について 

（１）日  時 平成２８年７月４日（月） 午前１０時から 

（２）場  所 東京都庁第二本庁舎３１階  特別会議室２４ 

（３）参 加 者 東京都 

メトロセブン関係３区 

エイトライナー関係６区 

（４）主な内容  

ア 都区連絡会設置要綱の改定について（組織変更による） 

イ 今後の対応について   

・公共交通整備の意義・必要性の再整理 

・これまでの検討結果等を踏まえ、必要な調査・検討を行う。 

・中量軌道等のシステムに関する研修 

 

２ 環七高速鉄道（メトロセブン）促進協議会平成２８年度総会の開催結

果について 

（１）日  時 平成２８年７月２０日（水） 午後２時から 

（２）場  所 江戸川区総合文化センター 

（３）参 加 者 メトロセブン促進協議会会員 

（４）主な内容 

ア 活動経過・答申報告 

「メトロセブン促進協議会・交通政策審議会答申第１９８号」 

イ 勉強会「東京圏における今後の都市鉄道の展望」 

講師：芝浦工業大学土木工学科教授 岩倉 成志 氏 

 

（参考）交通政策審議会答申第１９８号追加資料（別紙参照） 

     「鉄道ネットワークのプロジェクトの検討結果」 

問 題 点 

今後の方針 

答申に示された課題の整理と問題点の抽出を行っていく。また、早期実現

に向けて、ＰＲ活動を強化し、地域機運の醸成を図っていく。 
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